
 

現状の心身障害教育 
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心身障害教育を巡る諸情勢の変化 

心身障害教育の課題など 
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制の整備 

学校・教員
の専門性
と教員資
質の向上 

教育環境
の整備 

★ ノーマライゼーションの進展 
★ 医療・科学技術の進歩 
 

★ 対象の変化 
小中学校の通常の学

級に在籍するＬＤや

ＡＤＨＤ、高機能自

閉症などの特別な支

援を要する児童・生

徒への対応 

★ 国の動向 
現在の「特殊教育」

からＬＤ等の特別

な支援を要する児

童・生徒（６．３％）

をあわせた「特別支

援教育」へ転換 
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☆ 障害の重度・重複化 
☆ 障害の多様化 
☆ 盲・ろう学校の在籍者減 
☆ 知的養護学校の在籍者増 
☆ 教員の資質・専門性向上 
☆ 早期教育の支援体制 
☆ 肢体不自由校の通学負担 
☆ 乳幼児期からの一貫した支援 
☆ 多様なニーズに応じた教育推進 

☆ 心身障害学級の集中・多様化 
☆ 地域と結びついて専門的教育 
☆ 心身障害学級担任の専門性向上 
☆ 校内体制の充実 
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心身障害学級設置校 

現行の心身障害教育の対象 

今後の「特別支援教育」の対象 

通常の学級に在籍するＬＤ
やＡＤＨＤ、高機能自閉症
等特別な教育的支援が必要
な児童・生徒 
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○ 身近な小・中学校に
「特別支援教室」を設置 

○ エリア内で特別支援学
校と小中学校の連携・支
援体制（パートナーシッ
プ）を構築 

○ 地域を定め、中学校と
特別支援学校や福祉・医
療等の関係機関とのエリ
ア・ネットワークを構築 

○ 乳幼児期から卒業後を
見据え、ライフステージ
を踏まえた支援体制を構
築（特別支援プロジェク
ト） 

○ 特別支援学校の児童・
生徒は小・中学校に副籍
を置き、交流連携を図る 

○ 障害の重度・重複化、
多様化や多様な教育的ニ
ーズなどに応じた教育環
境の整備 

○学校の専門性と教員の
資質・専門性の向上 

通級指導 

地域指定校 

★ 教育環境等の整備 
・ 後期中等教育の充実 
・ 専門性の向上 
・ 重度・重複化対応 
・ 学校経営改善 
・ 個別指導計画の充実 
・ 聴覚障害教育の充実

等 

保健・医療 福 祉 労 働 

特別支援プロジェクト 

特別支援学校 

○ 盲・ろう・養護学校
から「特別支援学校」
へ 

盲学校    ４校   ろう学校  ８校 
知的養護学校 30校１分  
肢体不自由養護学校14校 
病弱養護学校 ２校          
区立養護学校 ５校        ７，６７６人 

固定学級  ７８３学級 
通級学級  ３６６学級 
                 ８，０４５人 

 盲・ろう・養護学
校の近隣の小中
学校等 
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必要に応じ
た指導を特
別支援教室
で受ける 

 従来の心身障害
学級の児童・生
徒とＬＤ等の児
童・生徒を巡回
や固定的に指導
します 

 障害の状況に
応じて、行事等
に参加 

副籍 

身近な地域の小中学校 

一人一人のニーズに応じた教育の展開をめざして（全体イメージ図） 

○ 小中学校の特別支援
教育に対する体制の整
備（校内委員会・特別支
援コーディネーター） 

 学校の体制
の整備 


